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1.  平成25年2月期第2四半期の連結業績（平成24年3月1日～平成24年8月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年2月期第2四半期 49,122 3.4 2,120 △26.7 2,069 △25.8 856 △50.5
24年2月期第2四半期 47,497 1.5 2,894 △16.2 2,790 △16.8 1,731 △1.5

（注）包括利益 25年2月期第2四半期 905百万円 （△44.8％） 24年2月期第2四半期 1,641百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年2月期第2四半期 44.86 ―
24年2月期第2四半期 91.07 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年2月期第2四半期 64,551 24,781 37.9 1,281.07
24年2月期 59,366 24,287 40.6 1,262.09
（参考） 自己資本   25年2月期第2四半期  24,485百万円 24年2月期  24,074百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  有  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年2月期 ― ― ― 25.00 25.00
25年2月期 ― ―
25年2月期（予想） ― 20.00 20.00

3. 平成25年 2月期の連結業績予想（平成24年 3月 1日～平成25年 2月28日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有  
連結業績予想の修正については、本日（平成24年10月４日）公表いたしました「業績予想の修正及び配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 94,600 2.1 2,180 △35.1 2,000 △36.2 940 △38.6 48.98



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
（注）詳細は、添付資料Ｐ．４「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 （注）自己株式については、当四半期連結会計期間末に従業員持株会信託口が所有する471,900株を含めて記載しております。 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項につきましては、３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）
連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年2月期2Q 23,318,650 株 24年2月期 23,318,650 株
② 期末自己株式数 25年2月期2Q 4,205,475 株 24年2月期 4,243,825 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年2月期2Q 19,090,814 株 24年2月期2Q 19,015,021 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災からの復興需要などを背景に緩やかに回復傾向

にあるものの、企業を取り巻く環境は、長期化する円高、デフレ等の影響から依然として景気の先行きが不透明な

状況が続いております。 

 当外食業界におきましては、原発問題や電力不足等による消費者の需要の大きな変化から続く消費者の節約志向

は依然として強く、低価格競争と同業他社との熾烈な市場競争等により大変厳しい状況が続いております。  

 このような状況下で当社グループは、グループ全体における間接部門の共有・効率化により、更なる経営基盤の

強化、企業価値の最大化と永続的な発展を目指し、持株会社へ移行いたしました。 

 回転寿司事業におきまして売上高の確保を優先課題として取り組み、また店舗作業の標準化の徹底による効率化

の向上に努めてまいりました。地域別の販促活動及び商品投入により、より地域に適した店舗作りに取り組んでお

りますが、当事業においては消費不況の影響等が大きく影響しており売上高、利益共に従来の予想数値と比較して

未達となりました。 

 なお、当第２四半期連結累計期間におきましては、新たに７店舗を出店する一方、２店舗を閉鎖した結果、総店

舗数は393店舗（内、営業休止２店舗）となりました。 

 海外におきましては、韓国での新規出店１店舗及び既存５店舗の売上が順調に推移しており、課題である人材育

成に注力してまいりました。今後はさらなる出店を続け事業規模の拡大に努めてまいります。 

 ベンダー事業におきましては、関西・中京地区を中心に新規取引先の開拓を継続し、引き続き販路の拡大に取り

組んでまいりました。その結果、当期末において当事業の黒字化の見通しとなりました。 

  

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は 百万円（前年同期比3.4％増）、営業利益は 百

万円（同26.7％減）、経常利益は 百万円（同25.8％減）、四半期純利益は 百万円（同50.5％減）とな

りました。 

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債及び純資産の状況 

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は、 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 億 百万円増

加いたしました。これは主に、現金及び預金が 億 百万円増加、有価証券が 億円増加、有形固定資産が３億34百

万円増加したことによるものであります。 

 負債の部は、 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 億 百万円増加いたしました。これは主に、長期

借入金及び１年内返済予定の長期借入金が 億 百万円増加、買掛金が14億 百万円増加、未払法人税等が10億 百

万円増加、未払費用が４億74百万円増加したことによるものであります。 

 純資産の部は、 百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億 百万円増加いたしました。これは主に、四

半期純利益計上により利益剰余金が 百万円増加、配当金の支払いにより利益剰余金が４億 百万円減少、自己

株式が 百万円減少したことによるものであります。 

② キャッシュ・フローの状況  

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、営業活動によるキャッシ

ュ・フローが 百万円の収入、投資活動によるキャッシュ・フローが 百万円の支出、財務活動によるキャ

ッシュ・フローが 百万円の収入の結果、前連結会計年度末より 百万円増加し、 億 百万円（前連結会

計年度末は 億 百万円）となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

  

営業活動の結果得られた資金は、 百万円（前年同期は得られた資金57億83百万円）となりました。これは

主に、税金等調整前四半期純利益 百万円、減価償却費 百万円、仕入債務の増加額 百万円等に

よるものであります。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

  

投資活動の結果使用した資金は 百万円（前年同期は使用した資金68億51百万円）となりました。 

これは主に、定期預金の預入による支出 円、定期預金の払戻による収入 円、有価証券の取得による支出

円、有価証券の売却による収入 円、有形固定資産の取得による支出 百万円等によるものでありま

す。  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

  

財務活動の結果得られた資金は 百万円（前年同期は得られた資金17億64百万円）となりました。これは主

に、長期借入による収入 円、長期借入金の返済による支出 百万円、配当金の支払額 百万円等に

よるものであります。   

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 業績予想につきましては、前回予想（平成24年４月４日）から修正しております。 

 詳細につきましては、本日（平成24年10月４日）公表いたしました「業績予想の修正並びに配当予想の修正に関す

るお知らせ」をご参照ください。 
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（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（簡便な会計処理） 

・固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によって

おります。 

・法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては原則的な方法によっておりますが、繰延税金資産の回収可能性の判断に関し

ては、前連結会計年度末以降に経営環境等及び一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連

結会計年度末に使用した将来の業績予想やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

・引当金計上基準等について、一部簡便的な手続きを用いております。   

   

（２）追加情報 

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）  

 第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。 

  

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項



４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年２月29日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年８月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,026,144 9,346,398

売掛金 656,412 907,501

有価証券 3,200,000 5,200,000

商品及び製品 496,794 730,185

原材料及び貯蔵品 187,547 256,846

繰延税金資産 264,601 330,496

未収入金 85,952 166,106

その他 1,336,266 1,409,311

貸倒引当金 △494 △34

流動資産合計 13,253,223 18,346,812

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 41,870,548 42,935,678

機械装置及び運搬具 3,548,678 3,804,327

工具、器具及び備品 3,878,378 3,976,700

土地 3,714,366 3,714,366

リース資産 4,057,743 4,452,405

建設仮勘定 300,618 328,977

減価償却累計額 △24,423,491 △25,930,956

有形固定資産合計 32,946,842 33,281,498

無形固定資産 260,654 266,926

投資その他の資産   

投資有価証券 576,969 499,415

繰延税金資産 715,153 733,647

敷金及び保証金 9,158,256 8,881,940

その他 2,481,824 2,560,270

貸倒引当金 △26,572 △19,332

投資その他の資産合計 12,905,631 12,655,940

固定資産合計 46,113,128 46,204,365

資産合計 59,366,351 64,551,178



（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年２月29日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年８月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 3,037,030 4,452,236

短期借入金 2,144,763 2,144,763

1年内返済予定の長期借入金 8,146,726 9,071,892

未払金 1,069,816 1,353,598

未払費用 1,621,380 2,095,899

リース債務 732,996 807,121

未払法人税等 49,515 1,118,456

未払消費税等 373,248 325,625

賞与引当金 424,056 411,120

株主優待引当金 211,076 179,676

その他 313,607 307,894

流動負債合計 18,124,218 22,268,284

固定負債   

長期借入金 12,960,154 13,375,302

長期預り保証金 51,028 50,454

リース債務 1,730,327 1,808,756

退職給付引当金 887,145 935,124

資産除去債務 1,170,182 1,207,941

その他 156,035 123,971

固定負債合計 16,954,873 17,501,549

負債合計 35,079,092 39,769,833

純資産の部   

株主資本   

資本金 9,551,570 9,551,570

資本剰余金 8,675,315 8,669,023

利益剰余金 13,911,345 14,290,896

自己株式 △7,970,867 △7,898,837

株主資本合計 24,167,364 24,612,653

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,737 △38,833

為替換算調整勘定 △94,902 △88,469

その他の包括利益累計額合計 △93,165 △127,303

新株予約権 95,465 95,465

少数株主持分 117,594 200,529

純資産合計 24,287,259 24,781,344

負債純資産合計 59,366,351 64,551,178



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 

（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年３月１日 

 至 平成24年８月31日) 

売上高 47,497,084 49,122,191

売上原価 20,380,133 21,488,114

売上総利益 27,116,951 27,634,076

販売費及び一般管理費 24,222,451 25,513,090

営業利益 2,894,499 2,120,985

営業外収益   

受取利息 46,323 49,061

受取家賃 61,133 60,221

雑収入 107,309 134,082

営業外収益合計 214,766 243,365

営業外費用   

支払利息 218,706 194,182

賃貸収入原価 41,361 42,564

雑損失 59,116 58,136

営業外費用合計 319,184 294,884

経常利益 2,790,081 2,069,467

特別利益   

固定資産売却益 5,179 －

事業譲渡益 1,479,533 －

持分変動利益 43,370 －

貸倒引当金戻入額 2,619 －

移転補償金 － 33,454

その他 － 4,340

特別利益合計 1,530,702 37,795

特別損失   

固定資産除却損 98,854 48,613

店舗閉鎖損失 104,888 110,406

減損損失 168,020 32,055

災害による損失 874,159 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 363,811 －

その他 15,231 －

特別損失合計 1,624,966 191,075

税金等調整前四半期純利益 2,695,818 1,916,187

法人税、住民税及び事業税 795,880 1,040,641

法人税等調整額 242,606 △62,341

法人税等合計 1,038,487 978,300

少数株主損益調整前四半期純利益 1,657,331 937,887

少数株主利益又は少数株主損失（△） △74,390 81,466

四半期純利益 1,731,721 856,420



（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 

 至 平成23年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年３月１日 

 至 平成24年８月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,657,331 937,887

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △25,663 △40,710

為替換算調整勘定 9,523 8,040

その他の包括利益合計 △16,139 △32,669

四半期包括利益 1,641,191 905,217

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,720,560 822,282

少数株主に係る四半期包括利益 △79,368 82,934



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 

 至 平成23年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年３月１日 

 至 平成24年８月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 2,695,818 1,916,187

減価償却費 2,104,730 2,048,807

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 363,811 －

減損損失 168,020 32,055

災害損失 874,159 －

のれん償却額 7,149 8,320

持分変動損益（△は益） △43,370 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 61,967 47,979

貸倒引当金の増減額（△は減少） △419 △7,700

賞与引当金の増減額（△は減少） 14,458 △12,936

受取利息及び受取配当金 △57,645 △61,448

支払利息 218,706 194,182

有形固定資産売却損益（△は益） 8,812 －

固定資産除却損 98,854 48,613

店舗閉鎖損失 104,888 110,406

事業譲渡損益（△は益） △1,479,533 －

売上債権の増減額（△は増加） △241,143 △251,089

たな卸資産の増減額（△は増加） △68,718 △302,690

仕入債務の増減額（△は減少） 1,025,083 1,415,205

未払消費税等の増減額（△は減少） 60,493 △47,623

その他 1,011,799 854,106

小計 6,927,921 5,992,374

利息及び配当金の受取額 17,728 20,874

利息の支払額 △225,797 △192,480

リース料支払額 △60,163 △49,595

災害損失の支払額 △279,217 －

法人税等の支払額 △597,165 △88,732

法人税等の還付額 － 103,231

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,783,305 5,785,672

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △5,200,000 △7,100,000

定期預金の払戻による収入 4,000,000 7,000,000

有価証券の取得による支出 △6,000,000 △6,500,000

有価証券の売却による収入 1,500,000 6,000,000

有形固定資産の取得による支出 △2,489,306 △1,650,063

有形固定資産の売却による収入 55,227 －

固定資産の除却による支出 △23,441 △36,257

無形固定資産の取得による支出 △13,716 △34,449

短期貸付金の増減額（△は増加） △205 △333

敷金及び保証金の差入による支出 △506,367 △142,838

敷金及び保証金の回収による収入 90,860 34,219

長期前払費用の取得による支出 △67,581 △65,923

投資有価証券の取得による支出 △191 △81

投資有価証券の売却による収入 － 19,218

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
収入

804,978 －

事業譲渡による収入 990,110 －

その他 8,447 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,851,186 △2,476,510



（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 

 至 平成23年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年３月１日 

 至 平成24年８月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 6,700,000 6,000,000

長期借入金の返済による支出 △4,386,418 △4,659,686

少数株主からの払込みによる収入 150,600 －

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △295,163 △421,190

自己株式の処分による収入 67,506 65,738

配当金の支払額 △471,847 △477,026

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,764,676 507,835

現金及び現金同等物に係る換算差額 △9,735 1,195

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 687,060 3,818,192

現金及び現金同等物の期首残高 4,421,783 4,026,144

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 243,519 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,352,363 7,844,337



 該当事項はありません。   

   

   

 該当事項はありません。   

   

   

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象

（吸収分割契約による持株会社制への移行） 
 当社は、平成24年４月４日開催の取締役会において当社を分割会社とする会社分割を行い、当社の100％子会社で
あるＫＧアセット・マネジメント株式会社（平成24年９月１日付で「カッパ・クリエイト株式会社」に商号変更。以
下、「承継会社」といいます。）に当社の事業を承継させることを決議し、同日付で締結した吸収分割契約に基づ
き、平成24年９月１日付で当社の事業を承継会社に承継いたしました。 
 これに伴い、当社は平成24年９月１日付で「カッパ・クリエイトホールディングス株式会社」に商号変更し、持株
会社へ移行いたしました。 
  
１．対象となった事業の内容、企業結合日、企業結合の法的形式、結合後企業の名称並びに取引の目的を含む取引の

概要 
（1）対象となった事業の内容 

国内回転寿司の店舗運営事業 
（2）企業結合日 

平成24年９月１日 
（3）企業結合の法的形式 

当社を分割会社とし、当社の100％子会社であるカッパ・クリエイト株式会社を承継会社とする吸収分割 
（4）結合後企業の名称 

分割会社：カッパ・クリエイトホールディングス株式会社  
承継会社：カッパ・クリエイト株式会社 

（5）取引の目的を含む取引の概要 
近年当社を取り巻く経営環境は、主軸の日本国内回転寿司事業においては、外食業界における低価格競争

と同業他社との熾烈な市場競争など大変厳しい状況が続いております。そうした中、海外回転寿司事業にお
ける韓国出店計画は順調に推移し、またコンビニエンスストア向けの寿司・調理パンの製造、販売を目的と
したベンダー事業につきましても着実に販路の拡大が進み、本格参入が実現化しつつあり、それぞれ新たな
事業の柱として成長への期待が高まってまいりました。 

このような状況下で、当社グループ内のガバナンス体制を構築しつつ、各事業の権限と責任を明確にして
まいりました。今後は、各事業の成長戦略による積極的な展開を見据え、経営資源の適切な配分と経営イン
フラの整備、従業員の教育体系・評価制度の構築、グループ全体における間接部門の共有・効率化により、
更なる経営基盤の強化、企業価値の最大化と永続的な発展を目指し、持株会社へ移行することといたしまし
た。 
   

２．実施した会計処理の概要 
  「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号  平成20年12月26日）及び「企業結合会計基準及び事業分
離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号  平成20年12月26日）に基づき、共通支配下の取
引として処理しております。 
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